
。
学

報

象

園

ハ
平
成
元
年
度
〉

(I) 

館
長
就
任

つ
い
て

大

森

孝

此
の
度
、
図
書
館
建
設
に
御
尽
力
な
さ
れ
た
町
目
前
館
長
の
後
を
受
け

ま
し
て
、
私
大
森
が
去
る
九
月
よ
り
館
長
職
を
命
じ
ら
れ
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。長
い
間
、
教
務
課
長
の
職
に
就
い
て
居
り
ま
し
て
、
図
世
間
館
の
運
営
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
験
が
有
り
ま
せ
ん
の
で
専
心
勉
強
致
し
度
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
何
分
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

館
も
建
設
期
を
終
り
、
今
は
館
員
一
同
内
部
の
書
籍
集
収
、
整
理
等
の

業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
、
故
坂
本
先
生
御
寄
贈
の
約
八
千
五
百

冊
に
及
ぶ
書
籍
、
其
の
巾
で
も
、
古
い
和
書
の
整
理
に
没
頭
し
て
お
り
ま

す。其
の
整
理
も
軌
道
に
乗
り
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
尚
、
以
前
の
図

書
館
規
定
に
改
正
、
補
筆
等
を
加
え
、
一
層
充
実
し
た
も
の
を
作
り
ま
し

た
。
更
に
利
用
規
定
を
作
り
ま
し
た
。
館
の
運
営
を
充
実
さ
せ
る
為
、
運

営
委
員
会
を
設
け
、
学
長
、
校
長
等
数
名
の
先
生
方
に
委
員
を
委
蝿
し
、

第
一
回
の
運
営
委
員
会
を
去
る
十
二
月
十
五
日
に
聞
き
、
今
後
の
館
の
運

営
方
針
に
つ
き
基
本
的
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
図
書

選
定
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
委
員
に
は
運
営
委
員
の
先
生
方
に
加

え
て
、
広
く
各
教
科
の
先
生
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
購
入
す
る
書
籍
の

類
別
等
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
向
、
近

代
的
図
書
館
に
適
応
す
る
よ
う
情
報
機
器
の
購
入
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

御
本
山
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
我
々
館
員
一
同
専
心
努
め
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
同
窓
生
各
位
、
及
び
有
縁
の
方
々
の
御
支
援

を
心
よ
り
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

、，ノE
〈
〉
図
書
館
だ
よ
り
ー
そ
の
一

l

r
t

、

図
書
館
は
去
る
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
に
竣
工
落
成
式
を
終

え
、
開
館
し
て
満
一
年
数
カ
月
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
元
年
五
月
二
十
六

日
に
は
建
物
が
社
団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
（
井
上
雄
治
会

長
）
よ
り
『
東
京
建
築
賞
』
の
「
優
秀
賞
」
の
選
に
入
り
、
関
係
者
一
同

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
館
の
職
員
は
、
よ
り
一
層
内
容
の
充
実
に
精
進
努
力

し
て
参
る
所
存
で
御
座
い
ま
す
の
で
御
協
力
の
程
を
宜
敷
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
も
図
書
献
本
運
動
に
御
協
力
下
さ
れ
ま
し
た
同
窓
生
の
各
聖
は
じ

め
、
有
縁
の
方
々
よ
り
御
高
配
と
御
厚
志
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
度
図
書
寄
贈
者
御
芳
名

1

身
延
山
久
遠
寺
殿
「
昭
和
定
本
回
避
聖
人
遺
文
」
全
四
巻
ニ
セ
ッ

ト
、
他
六
冊
。

東
洋
大
学
股

( 193) 

2 

「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
」
他
一
冊
。



M
W
創
造
股
「
こ
わ
が
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
l
放
射
線
」
二
冊
。

中
央
学
術
研
究
所
股
「
持
の
本
質
を
求
め
て
」
一
冊
。

5

町
田
忠
司
殴
・
「
放
射
性
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
に
お
け
る
排
ガ
ス
浄

化
装
置
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
一
冊
。

6

和
同
ド
ク
タ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
殿
「
成
績
が
上
が
る
治
療
シ
ス
テ
ム

の
公
開
」
他
一
冊
。

7

戸
田
教
進
殿
コ
ニ
十
番
神
法
華
祈
鵡
秘
抄
巻
凹
」
一
冊
。

8

児
島
錬
戒
殿
「
旧
約
新
約
聖
書
大
事
典
」
他
十
冊
。

9

本
門
法
華
宗
宗
学
院
殿
「
法
華
経
略
要
品
講
義
」
上
・
下
、
他
十

一
冊
。

m
松
本
光
華
股
「
民
話
風
法
華
経
童
話
そ
の
6

薬
草
喰
品
第
五

恵
み
の
雨
に
草
も
木
も
」
十
冊
。
他
「
そ
の
7
1
9」
三
十
冊
。

u
川
崎
大
師
平
間
寺
殿
「
仏
教
文
化
論
集
5
」
一
冊
。

ロ
鶴
蒔
靖
夫
殿
「
歪
め
ら
れ
た
原
発
」
一
冊
。

日
増
田
宇
広
殴

2
m派
仏
教
を
趨
え
て
」
一
冊
。

U

望
月
海
淑
殿
「
宗
教
の
心
理
学
」
他
二
五
七
冊
。

日
増
田
光
照
般
「
高
麗
大
蔵
経
」
〈
復
製
本
）
全
四
十
五
巻
、
ニ
セ

ッ
ト

o

m
立
正
大
学
図
書
館
殿
「
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
明
代
南
蔵
目
録
」

他
二
冊
。

ロ
尚
学
図
書
股
「
国
語
大
辞
典
」
他
一
附
。

四
日
蓮
宗
新
聞
社
股
「
新
編
日
蓮
宗
年
表
」
一
一
部
、
他
二
冊
。

四
国
際
仏
教
学
研
究
所
殿
「
〉
の
〉
寸
h
r
F
Oの
口
開

O
司
叶
回
開

3 4 

C
Z
H
1『
開
口
印
、
吋
〉
1可
制
ω

F

－MW同
〉
同
ペ

O
句
。

ozo同
開
切
切
の
O
F

F
開。
J
2
0
Z
O司
寸
阿
国
刷
、
吋
〉
Z

F
口
J開
問
〉
4
C
問何回目
4

冨
同
の
同
O
司
同
の
国
阿
国
M
－
P
同1
『
固
」
一
冊
。

却
武
内
観
良
殿
「
久
遠
の
い
の
ち
」
二
冊
。

包
渡
辺
信
勝
股
「
裁
山
第
一
号
前
方
後
円
墳
」
他
ニ
間
o

m
伊
藤
佳
通
駿
「
続
群
書
類
従
」
他
計
一
六
八
問
。

お
三
室
戸
常
闇
「
三
室
戸
学
園
五
十
年
の
歩
み
」
一
冊
。

M

大
森
孝
股
「
言
語
小
荷
二
一
一
冊
。

お
専
修
大
挙
股
「
専
修
大
学
一
一

O
年
」
一
冊
o

m
製
勝
振
興
会
殿
「
小
麦
粉
の
話
」
一
冊
。

幻
小
野
文
琉
股
「
法
華
経
の
き
一
冊
。

錦
日
蓮
宗
秋
田
県
教
化
セ
ン
タ
ー
股
「
謹
か
な
る
道
」
一
冊
。

却
山
梨
医
科
大
常
殴
「
闘
争
十
周
年
記
念
誌
」
一
冊
。

ぬ
山
梨
県
企
画
管
理
局
股
「
山
梨
県
新
総
合
福
祉
計
厨
第
一
次
実
施

計
画
事
業
評
価
窃
」
他
一
冊
。

出
日
本
大
学
殿
「
後
生
畏
る
ベ
し
」
他
一
冊
。

認
武
蔵
工
業
大
坐
股
「
武
蔵
工
業
大
学
創
立
的
周
年
記
念
」
一
冊
。

お
三
菱
広
報
委
員
会
殿
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
求
め
て
」
一
冊
。

M

山
陽
学
困
短
期
大
学
殿
コ
一
十
年
史
山
陽
常
国
短
期
大
学
」
一
冊
。

お
巣
鴨
学
園
股
「
一
遠
藤
降
吉
伝
」
一
冊
。

部
大
妻
学
院
殴
「
大
妻
学
院
八
十
年
史
」
一
冊
。

釘
東
京
電
力
株
式
会
社
殿
「
家
庭
の
電
気
工
学
」
三
問
。

却
現
代
創
造
社
殿
「
守
磁
離
の
経
営
」
一
冊
。
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羽
三
井
広
報
委
員
会
事
務
局
殿
「
三
井
グ
ル
ー
プ

W
」
一
問
。

却
斉
藤
田
乗
殿
「
法
悦
」
三
冊
。

H
U

平
原
要
俊
殿
「
法
華
」
一
四
七
冊
、
他
一

O
O冊。

担
塚
本
東
壁
股
「
塚
本
清
於
庵
句
集
」
一
冊
。

必
浅
草
寺
殿
「
浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座
」
一
師
。

組
田
中
香
浦
股
「
田
中
智
学
先
生
の
思
い
出
」
一
冊
。

必
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
殴
「
徒
然
草
の
絵
巻
と
版
本
」
一
冊
。

必
三
友
雅
夫
股
「
社
会
移
動
の
研
究
」
他
五

O
O冊。

訂
本
門
社
股
「
説
教
（
ク
リ
弁
〉
全
集
三
巻
」
一
冊
。

必
町
田
是
正
殿
「
ケ
イ
ン
ズ
」
他
六
冊
。

却
日
華
仏
教
文
化
交
流
協
会
股
「
台
湾
開
教
の
歩
み
」
一
冊
。

印
春
日
居
町
教
育
蚕
員
会
殿
「
国
府
遺
跡
I
」
一
冊
。

日
飯
田
昭
太
郎
殿
「
同
一
回
伊
ω
O
Z
M
g
a
開
玄
司
、
ロ
ヲ
白
ω
ω
k
r
m
E弘
司

Z
F
。E
o
g
a
玄
M
B
E品川
町

ω自
国
司

m
F
o
g『
O

H
向
島
”
」
一
冊
。

回
渡
部
英
昭
股
「
郷
土
誌
き
き
ょ
う
の
思
」
一
冊
。

日
山
梨
県
立
図
書
館
股
「
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
郷
土
資
料
目
録
」

一
冊
。

臼
山
梨
英
和
学
院
殿
「
山
梨
英
和
一

O
O年
」
二
冊
。

図
上
田
本
昌
殿
「
挫
折
を
こ
え
て
日
蓮
」
一
冊
。

弱
東
洋
大
学
殿
「
東
洋
大
学
百
年
史
資
料
編
I
下
」
一
冊
。

町
庵
谷
行
亨
股
「
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
礎
」

I

・E
他
一
三

O
冊。

弱
谷
川
寛
徳
膿
「
世
界
の
映
画
音
楽

1
t日
」
他
七
十
六
冊
。

開

高
M
V

良
股
「
炎
の
経
営
者
」
上
下
他
三
冊
。

ω
上
岡
喜
久
雄
股
「
胃
訳
一
切
経
」
等
九
九
冊
。

臼
田
中
義
正
眼
「
定
本
柳
田
国
男
集
第
二
十
五
巻
」
一
冊
o

m
中
瀬
正
良
殿
「
中
瀬
七
造
信
一
冊
。

臼
都
留
文
科
大
学
殿
「
都
留
文
科
大
常
記
念
誌
」
一
問
。

斜
浦
野
正
春
股
「
求
問
持
聴
明
法
秘
伝
」
一
冊
。

邸
北
原
優
美
股
「
白
馬
岳
の
自
然
観
察
」
十
冊
。

侃
山
梨
県
立
美
術
館
股
「
山
梨
県
立
美
術
館
蔵
品
総
目
録

E
一
九
八

四
t
一
九
八
八
」
一
冊
。

（
平
成
二
年
一
月
末
日
現
在
、
受
け
入
れ
順
に
て
掲
載
。
〉

。
図
書
館
だ
よ
り
ー
そ
の
一
丁

上
回
元
館
長
が
提
唱
さ
れ
た
一
人
一
冊
献
本
運
動
は
町
田
前
館
長
、
大

森
館
長
へ
と
引
き
続
き
現
在
も
展
開
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
多
い
に
実
り
は

じ
め
て
お
り
ま
す
。
去
る
平
成
元
年
十
月
二
十
六
日
に
は
三
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
全
国
同
窓
会
総
会
の
席
上
で
献
本
運
動
等
に
功
績
が
あ
っ
た
方

々
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

－
伊
藤
佳
過
般
静
岡
県

2

岩
田
日
成
殿
山
梨
県

3

大
石
要
英
股
静
岡
県

上
岡
喜
久
雄
股
静
岡
県

児
島
錬
戒
腫
徳
島
県

故
新
川
目
見
駿
東
京
都

谷
川
寛
徳
股
寓
山
県

( 195) 
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8

若
杉
見
龍
股
静
岡
県

三
十
万
円
相
当
以
上
の
献
本
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
本
当
に
有
難
度
う
御

座
い
ま
し
た
。
御
芳
名
は
五
十
音
順
に
て
掲
放
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
の

方
々
は
図
書
館
建
設
資
金
と
し
て
壱
百
万
円
以
上
の
御
寄
付
を
賜
わ
り
ま

し
た
の
で
感
謝
状
〈
後
期
の
分
〉
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

1

御
鏡
灘
股
ハ
富
山
県
）

中
村
正
彦
股
（
福
岡
県
〉

灘
上
恵
教
股
〈
神
奈
川
県
〉

2 3 

。
図
書
館
だ
よ
り
ー
そ
の
＝

T

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
、
有
縁
関
係
者
、
図
古
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
、
献
本
御
協
力
者
、
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証

を
一
階
の
カ
ウ
γ
タ
l
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
来
館
の
際
に

は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。

現
在
館
員
一
同
は
、
坂
本
文
庫
ハ
約
八
五

O
O冊
〉
の
整
理
作
業
を
中

心
に
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
と
、
和

漢
書
の
数
が
合
計
で
四
九
三
五
冊
あ
り
、
分
野
別
に
は
多
い
方
か
ら
見
る

と
天
台
の
八
六

O
冊
、
真
言
密
教
関
係
の
七
五
八
冊
、
華
厳
の
六

O
六

冊
、
法
相
系
の
四
五
人
冊
等
に
な
り
、
更
に
こ
れ
ら
を
系
統
た
て
て
、
シ

リ
ー
ズ
ご
と
に
峡
に
入
れ
て
保
存
し
て
研
究
者
の
利
用
に
供
し
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
す
べ
て
の
本
を
一
冊
一
冊
点
検
し
て
見
る
と

虫
く
い
が
か
な
り
あ
り
、
ま
た
和
綴
の
い
た
み
等
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

完
全
な
形
で
修
復
し
て
参
り
た
く
、
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
お
り
ま

す
。
虫
く
い
が
広
が
ら
な
い
為
に
先
き
に
織
蒸
し
、
峡
の
製
作
や
本
文
の

裏
打
、
和
綴
等
は
業
界
最
大
手
の
ナ
カ
バ
ヤ
シ
に
委
託
し
、
作
業
完
了
に

は
数
年
の
年
月
を
要
し
ま
す
。
洋
装
本
は
二
八
五
二
冊
あ
っ
て
二
四
ニ

O

冊
は
カ
l
ド
も
取
り
閲
覧
利
用
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
残
り
の
約
四

O
O

冊
と
洋
書
二
ハ
一
冊
は
平
成
二
年
度
中
に
は
利
用
可
能
で
す
。
雑
誌
は
一

五
三
一
冊
あ
っ
て
今
後
、
順
次
に
作
業
し
て
審
り
ま
す
。
近
い
内
に
坂
本

文
庫
の
和
装
本
、
洋
装
本
等
を
含
め
ま
し
て
冊
子
体
の
目
録
を
作
製
し
研

究
者
の
使
に
答
え
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
館
員
は
通
常
業
務
及
び
献
本
の
整
理
、
既
存
図
書
に
バ
ー
コ

ー
ド
等
を
付
け
、
新
た
に
カ
I
ド
作
製
等
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
関
係
各
位
の
御
援
助
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し

上

げ

ま

す

。

〈

桑

名

〉
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酌

研

究

活

動

報

告

〆
s
‘、ω日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
回
学
術
大
会
は
、
平
成
元
年
九
月
十
五
日
ハ
金
〉
、
十
六
日
ハ
土
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
当
番
校
砲
谷
大
学
ハ
京
都
市
〉
の
主
催
で
同
大
学
深

草
校
舎
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
l
マ
は
左
の

如
く
で
あ
る
。

金
網
集
の
検
討

i
l
「
真
言
宗
見
聞
」
〈
本
・
別
両
巻
〉
に
つ
い
て

l
l

中

傑

暁

秀

ω日
本
宗
教
学
会



日
本
宗
教
学
会
第
四
十
八
回
学
術
大
会
は
、
九
月
十
四
日
ハ
木
）

J
十

六
日
〈
土
〉
に
か
け
て
、
独
協
大
学
ハ
草
加
市
〉
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
l
マ
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

宗
教
教
育
と
「
一
現
代
社
会
」
｜
現
代
に
生
き
る
日
蓮
聖
人
の
教
え
｜

渡

辺

寛

勝

ω日
本
仏
教
学
会

平
成
元
年
度
学
術
大
会
は
「
仏
教
の
生
命
観
」
を
共
同
研
究
課
題
と
し

て
、
十
月
七
日
（
土
〉
・
八
日
ハ
日
〉
の
両
日
に
わ
た
り
、
駒
沢
大
学

ハ
東
京
都
〉
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
奥
野
本
洋
氏
が

発
表
を
行
な
っ
た
。

日
蓮
聖
人
の
生
命
観

奥

野

本

ω日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
当
番
校
と
な
っ
た
本
学

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
折
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
通
り
で
あ

る。
第
四
士
百
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
御
案
内

謹
啓
時
下
、
益
々
御
清
祥
の
段
大
鹿
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
恒
例
の
如
く
、
日
蓮
宗
宗
務
院
・
立
正
大
学
・
身
延
山
短
期
大
学

共
同
主
催
の
も
と
に
、
第
四
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
を
左
記

の
通
り
開
催
致
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
公
私
御
多
忙
と
は
存
じ
ま
す

が
、
御
参
集
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
九
月
十
二
日

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
会
長

宮

各
一
、
日

時位

洋

平
成
元
年
十
月
二
十
七
日
（
金
〉

十
月
二
十
八
日
（
土
〉

一
、
会
場
身
延
山
短
期
大
学
（
図
書
館
五
階
ホ
l
ル〉

大

会

役

員

総

裁

日

蓮

宗

管

長

岩

間

日

顧

問

日

蓮

宗

宗

務

総

長

渋

谷

直

顧

問

身

延

山

短

期

大

学

学

園

理

事

長

望

月

一

願

問

立

正

大

学

学

長

大

海

正

会

長

身

延

山

短

期

大

学

学

長

宮

崎

英

副

会

長

日

蓮

宗

教

務

部

長

頂

岳

龍

副

会

長

立

正

大

学

仏

教

学

部

長

三

友

健

副

会

長

立

正

大

学

日

蓮

教

学

研

究

所

所

長

浅

井

田

準
備
委
員
長
身
延
山
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
主
任
中

傑

プ

ロ

グ

ラ

ム

十
月
二
十
七
日
（
金
〉
午
前
の
部
（
午
前
九
時
よ
り
〉

一
、
開
会
式
ハ
本
館
五
階
講
堂
〉

－
、
法
味
言
上

一

、

挨

拶

－

、

挨

拶

大渋岩

崎部谷間

英

修道容乗修男靖域勇
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暁

秀

正直日

男按勇



宮浅

一

、

接

拶

一

、

挨

拶

一
、
授
賞
式

一
、
研
究
発
表

日

蓮

聖

人

に

お

け

る

救

い

町

田

英

日

蓮

聖

人

の

国

土

観

に

つ

い

て

野

口

真

近
代
日
蓮
宗
の
動
向
合
一
〉

l
縮
刷
遺
文
編
纂
に
つ
い
て
の

一

考

察

｜

安

中

尚

本

迩

論

の

一

考

察

三

吉

広

日

蓮

聖

人

の

時

間

論

平

井

良

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
説
話
に
つ
い
て
竜
門
義

分

身

の

変

遷

に

つ

い

て

池

上

和

『

議

迦

論

』

所

説

の

構

造

解

明

ハ

二

清

水

海

兜

蹴

毘

沙

門

天

像

の

背

景

高

橋

譜

英

訳

法

華

経

の

改

訂

に

つ

い

て

村

野

宜

ハ
記
念
撮
影
〉

一
、
研
究
発
表
午
後
の
部
ハ
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
〉

日

蓮

聖

人

の

滞

土

観

に

つ

い

て

笹

津

日

蓮

聖

人

の

題

目

論

丸

茂

日

蓮

聖

人

に

み

ら

れ

る

仏

法

王

法

観

吉

木

「

事

」

の

法

門

へ

の

出

発

点

小

津

日
蓮
聖
人
の
盈
茶
羅
本
尊
授
与
に
つ
い
て
寺
尾

優
陀
那
和
上
の
『
首
題
要
議
』
に
つ
い
て
の
一
考
察

崎井

英国英恵英龍海

三

教

院

制

度

に

つ

い

て

の

－

考

察

浜

『

毒

筒

』

に

み

る

思

想

と

信

仰

小

不

可

思

議

阿

僧

紙

劫

の

仏

に

つ

い

て

金

寺
泊
御
番
、
観
心
本
尊
抄
、
伝
法
御
本
尊
と
の
相
関早

瀬

公

中
世
回
避
教
団
寺
院
に
お
け
る
経
済
活
動
糸
久
宝

池
上
永
寿
院
開
基
戸
川
達
安
一
門
の
研
究
と
不
受
不
施
事
件

内

藤

潮

芹

沢

寛

冠

賢

法
華
経

l
こ
の
不
思
議
な
経
典
｜

近
世
前
期
河
内
三
田
家
の
法
華
信
仰
に
つ
い
て

十
月
二
十
八
日
〈
土
）

二
研
究
発
表
午
前
の
部
ハ
午
前
九
時
よ
り
）

法
華
経
に
お
け
る
こ
乗
に
つ
い
て
つ
一
〉
則

法
華
論
に
お
け
る
法
華
七
轍
に
つ
い
て
つ
一
）
高

元

暁

の

法

華

経

観

に

つ

い

て

福

カ
γ
パ
ラ
に
お
け
る
ア
l
ロ
カ
マ

l
ラ
に
つ
い
て
馬

渡

竜

ア
テ
ィ

1
シ
ャ
の
中
観
解
釈
！
マ
デ
ィ
ヤ
マ
カ
・
ウ
パ
デ
ィ

I

シ
ャ
を
中
心
に

l

望

月

海

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
に
つ
い
て高望

修道澄昭忠昭隆夫通男砂j史智修雄正道

江
戸
誠
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰

森野島原土橋武月佐

立文典正

承琉彦資賢人一哉洲
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慈博英

稔明敏彦態

真宜

澄長



日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
孝
薄
－
の
宗
教
的
意
義
原
慎
定

佐

前

教

学

に

つ

い

て

の

一

考

関

戸

尭

海

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て

l
主
と
し
て
摂
折
問
題
｜

桑

名

貫

上
総
七
里
法
華
地
域
に
お
け
る
十
ケ
村
題
目
識
に
つ
い
て

岩

田

庵

谷
上

回

浅

井

岡本行諦

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
教
観
に
つ
い
て

「
集
之
令
聴
法
」
に
つ
い
て

一
、
閉
会
の
辞

。
発
表
時
間
十
五
分
、
質
問
五
分

。
懇
親
会
十
月
二
十
七
日
ハ
金
〉
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
本
館
五

階
講
堂
に
て
。
会
費
二
千
円

。
記
念
撮
影
費
千
円

。
昼
食
は
控
室
（
五
階
講
堂
〉
に
用
意
致
し
ま
す
。

紛
仏
教
文
化
講
座

本
年
度
の
「
仏
教
文
化
講
座
」
（
公
開
〉
は
、
一
月
二
十
日
ハ
土
〉
開

催
さ
れ
た
。
講
師
は
テ
ィ
ッ
サ
・
ラ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
ラ
ナ
先
生
ハ
国
立
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
、
サ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
ウ
忌
ス
ト
ア
ジ
ア
セ

γ
タ
l
v

演
題
は
『
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
の
現
状
に
つ
い
て
』
で
あ
っ
た
。
な
お
通
訳

は
池
上
和
夫
先
生
が
担
当
さ
れ
た
。

ω学
内
研
究
会

本
年
度
の
学
内
研
究
会
の
発
表
者
と
テ
l
マ
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
0

0
六
月
二
十
九
日
〈
木
）
午
後
三
時

A
V
・
中
に
お
け
る
同
ωロロ
ωロ
の
使
用
例
に
つ
い
て池

文
部
省
の
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
が
、
四
月
二
十
七
日
交
付

の
内
示
が
あ
り
、
六
月
二
十
日
交
付
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

研

究

課

題

金

網

集

の

研

究

研

究

代

表

者

教

授

官

研

究

分

担

者

教

授

中

。

助

教

授

林

正道昌亨静

。
十
月
五
日
ハ
木
〉
午
後
三
時

日
謹
聖
人
の
生
命
観

。
一
月
二
十
三
日
ハ
火
〉
午
後
三
時

金
網
集
の
一
考
察

例
科
学
研
究
費
補
助
金
に
つ
い
て

(N) 

平
成
:n:; 
年
度
卒
業
論
文

覧

近
世
に
お
け
る
不
受
不
施
制
の
展
開

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
関
す
る
一
考
察

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
法
華
経
色
読

奥1
 1
 

『臼今麗原

上野傑篠崎井泉田

和

夫

本

洋

暁

秀
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是暁英

智秀修

正智恵浩

規薬教ー



久

遠

成

院

日

親

上

人

に

つ

い

て

岡

良

地

涌

の

菩

藍

の

－

考

察

・

河

崎

俊

日

蓮

聖

人

の

唱

題

成

仏

に

つ

い

て

功

万

一

不

受

不

施

に

対

す

る

日

奥

の

思

想

小

平

晋

台
密
と
東
密

l
最
澄
と
空
海
の
不
仲
考
察
l

後

藤

顕

日

蓮

聖

人

の

祈

り

佐

々

木

章

日

蓮

聖

人

の

孝

道

佐

々

木

弥

日
蓮
聖
人
の
身
延
で
の
御
生
活
に
つ
い
て
ハ
供
養
品
々
に
つ
い
て
〉

杉

山

昭

日

蓮

聖

人

の

末

法

観

高

鍋

秀

末
法
総
鎮
守
七
面
大
明
神
に
つ
い
て
の
研
究
樽
井
良

京

都

町

衆

の

法

華

信

仰

原

田

泰

日

唱

上

人

身

延

除

歴

事

件

に

つ

い

て

野

田

晴

日
蓮
聖
人
の
法
難
に
つ
い
て

l
四
大
法
難
を
中
心
と
し
て

l
本

吉

宣

法
華
経
の
久
遠
実
成
に
つ
い
て
｜
三
益
論
を
中
心
と
し
て

l
柳

川
山

下

尾

崎

三
大
普
願
に
つ
い
て

観
世
音
菩
醸
の
慈
悲
に
つ
い
て

、，ノV

O
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

o

f
・、、O身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
全
国
総
会
の
開
催

同
窓
会
規
約
に
も
と
づ
き
三
年
に
一
度
の
同
窓
会
全
国
総
会
（
今
年
は

一竜久
美

恵司子 生友精慈真宏善

昨
年
の
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
の
会
場
が
一
妙
院
日
導
上
人
の
第
二

百
遠
忌
に
因
ん
で
、
上
人
ゆ
か
り
の
熊
本
市
本
妙
寺
で
行
な
わ
れ
た
た
め

一
年
延
期
し
て
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
〉
が
平
成
元
年
十
月
二
十
六
日

ハ
木
〉
、
身
延
山
短
期
大
学
学
園
を
会
場
と
し
て
左
記
の
日
程
で
成
功
裡

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時

t
十
二
時
三
O
分
、
全
国
支
部
長
会
議
ハ
図
書
館
五
階
会

議
室
）
。
座
長
小
崎
龍
雄
副
会
長
。

十
二
時

t
十
二
時
五

O
分
、
一
般
会
員
受
付
ハ
図
書
館
玄
関
に
て
記

帳
〉
。一時
J
二
時
、
物
故
者
追
悼
法
要
を
久
遠
寺
仏
般
に
て
厳
修
（
大
導
師

望
月
一
靖
総
務
狽
下
、
脇
導
師
松
井
大
周
同
窓
会
長
、
岩
田
日
成
副
会

長
、
宮
崎
英
修
学
長
、
秋
山
智
孝
校
長
〉
。
法
要
終
了
後
、
仏
股
前
に
て

記
念
撮
影
。

二
時

t
三
時
三

O
分
、
同
窓
会
総
会
ハ
図
書
館
五
階
会
議
室
〉
に
入

る
。
総
会
次
第
は
次
の
通
り
。

司
会
奥
野
本
洋
・
進
藤
義
違
両
先
生
。

ω玄
題
三
唱
（
会
長
発
音
〉
、

ω開
会
の
こ
と
ば
〈
岩
田
日
成
副
会
長
〉
、

ω挨
拶
、
会
長
松
井
大
周
師
、
学
長
宮
崎
英
修
先
生
、
校
長
秋
山
智
孝
先

生
、
川
感
謝
状
贈
呈
〈
望
月
一
騎
理
事
長
よ
り
〈
図
書
館
建
設
資
金
百
万

円
以
上
の
寄
付
者
〉
御
鏡
講
段
、
灘
上
恵
教
股
、
中
村
正
彦
殴
。
〈
図
書

寄
贈
三
十
万
円
相
当
以
上
〉
故
新
川
目
見
酸
、
岩
田
日
成
般
、
児
島
錬
戒

殿
、
大
石
要
英
殿
、
谷
川
寛
徳
殿
、
若
杉
見
施
殿
、
伊
藤
佳
通
般
、
上
岡

喜
久
雄
殿
〉
。
同
永
年
勤
続
教
職
員
表
彰
ハ
望
月
一
靖
理
事
長
よ
り
、
三
十
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年
表
彰
大
森
孝
先
生
〉
。

ω協
議
事
項
、

ω座
長
選
出
、
小
崎
飽
雄
同
窓

会
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
座
長
よ
り
新
し
い
庶
務
、
会
計
幹
事
が
紹
介
さ

れ
た
。
両
幹
事
は
共
に
学
園
の
教
員
で
あ
る
。
庶
務
に
桑
名
貫
正
先
生
、

会
計
は
望
月
海
英
先
生
。
制
庶
務
報
告
。
村
会
計
報
告
。
付
監
査
報
告
。

附
役
員
選
出
、
役
員
は
全
員
再
任
さ
れ
た
。
監
事
に
は
清
水
本
成
師
の
他

に
新
た
に
平
原
要
俊
師
と
井
出
英
省
師
が
選
出
さ
れ
た
。
付
各
支
部
長
、

現
況
報
告
。
川
そ
の
他
。
川
閉
会
の
こ
と
ば
（
中
村
正
彦
副
会
長
〉
。

ω

玄
題
三
唱
（
会
長
発
音
〉
0

引
き
続
い
て
同
窓
会
懇
親
パ

l
テ
4
1
（
三
時

t
四
時
三

O
分
〉
を
身

延
山
短
期
大
学
五
階
大
講
堂
に
て
催
さ
れ
た
。

司
会
林
是
晋
先
生
、
望
月
泰
幹
主
事

ω開
会
の
こ
と
ば
（
小
崎
龍
雄
副
会
長
〉
、

ω挨
拶
（
訟
井
大
周
会

長
〉
、
林
先
生
の
巧
な
る
司
会
進
行
に
て
出
席
の
殆
ん
ど
の
方
か
ら
ス
ピ

ー
チ
を
引
き
だ
し
、
予
定
時
聞
を
超
え
て
同
窓
生
各
位
は
旧
交
を
暖
め
和

や
か
に
時
を
過
ご
し
、
学
園
発
展
の
為
に
新
な
る
尽
力
を
普
い
会
っ
て
、

万
歳
三
唱
を
山
梨
県
支
部
長
望
月
崩
悦
師
音
頭
に
て
行
な
っ
た
。
名
残
り

尽
き
な
い
盛
り
あ
が
っ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
大
石
要
英
副
会
長
の
、
次

の
同
窓
大
会
に
も
全
員
の
出
席
と
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
求
め

て
閉
会
の
こ
と
ば
に
て
閉
じ
ら
れ
た
。
〈
文
責
桑
名
貫
正
）
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